
11月8日、ゾンタは100歳のお誕生日を迎えました。世界中で最初に11月8日を迎えるところと最後に

迎えるところまで47時間の11月８日でした。国際ゾンタが＄100,000を目標に呼び掛けた一人100ド

ルバースディプレゼントは、目標を大きく超え＄135,250に達しました。素晴らしいバースディプレ

ゼントにゾンタさんも大変喜ばれたことと思います。 

さて、ガバナーの大きな役目である地区大会も何とか終え、31地区（台湾）と32地区(韓国)の地区

大会に参加してまいりました。26地区は2日半かけて開催する地区大会を31地区は2日間、32地区は

何と1日でやってしまうのには驚きましたが、両地区でも多くのことを学ばせて頂きました。 

そんな中、地区大会で皆様の帰途に大変な影響を及ぼした、台風19号そしてそれに続く豪雨の被害

を受けられた皆さまが一日も早く元の生活に戻ることが出来ることを心からお祈り申し上げます。  

 

そして、2020年が皆様にとって良い年でありますように！  

      

26地区ガバナー 木下 彰子 

ガバナー通信 
   国際ゾンタ26地区（2018-2020）ガバナー  木下 彰子 

Tel. : 093-522-1699   Fax︓093-522-1768   E-mail: d26governor@zonta-d26.jp 

ご挨拶 
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国際ゾンタ26地区 第15回地区大会 

国際ゾンタ32地区 第7回地区大会 国際ゾンタ31地区 第7回地区大会 



Horasis Asia Meeting参加 

11月24～25日の間、ベトナムのビン・ドン省で開催されたHorasis 

Asia Meetingというスイスのシンクタンクが主催する国際会議に参

加しました。 

「アジアのジェンダーギャップ」というセッションの中でパネリス

トを務め、国際ゾンタの活動を紹介すると共に、アメリカ・フィリ

ピン・マレーシア・シンガポール・インド・ベトナムの代表達と意

見を述べ合いました。 

地区大会報告コーナー  
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※ 大会での発表時の有効総投票数については、「国際ゾンタ26地区第15回地区大会選挙委員会からのお知らせ」項目５のルールに従

い、投票用紙内のすべての候補者に関し「候補者に賛成の場合は○、反対なら×」が明記してある投票用紙のみ集計しておりま

す。然しながら、3役（ガバナー、副ガバナー、会計）の投票用紙については、副ガバナーの賛成、反対の欄にのみ16の無効票があ

り、指名委員会の投票用紙については7票の無効票がありました。 

10月10日（木）から10月12日（土）の3日間、北九州市で開催された国際ゾンタ26地区 第15回地区大会

の報告です。 

大会参加者 299名（国際会長、ゲストを含む） 

審議事項 

①「国際女性デイを国民の休日にする」ことの法制化に向けて26地区として政府に請願書を提出すること  

  賛成12票、反対52票 にて否決されました。 

② 26地区内のエリア区分の見直しについて 

     内容については、今後議論していくが、まずは見直してはどうかということ 

   賛成57票、反対７票、棄権４票にて可決されました。 

③ 男女同一賃金の実現化推進について 

  賛成33票、反対25票、棄権6票にて可決されました。 

地区大会での財団寄付金額 日本円で223万円  

新理事/指名委員会紹介（選挙結果） 

ガバナー 岡澤 則子 
総数64 賛成61 反対3 

副ガバナー 浅野 万里子 
総数64 賛成37 反対11 

会計 笠原 芳子 
総数64 賛成61 反対3 

指名委員長 安田 多賀子 
総数64 賛成53 反対4 

指名委員 中村 尋子 
総数64 賛成44 反対13 

指名委員 浅川 利恵子 
総数64 賛成29 反対28 

エリア1ディレクター 

 松村 昌子 
総数12 賛成12 反対0 

エリア2ディレクター 

飯島 百合 
総数13 賛成12 反対1 

エリア3ディレクター 

西川 ひろこ 
総数17 賛成17 反対0 

エリア4ディレクター 

三輪 光代 
総数15 賛成15 反対0 
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地区委員長報告 

 12月15日（日）に京都で委員会開催（予定）。内容は26地区オリエ

ンテーション・マニュアル作成について。このマニュアルは主に新入

会員勧誘時や入会後早々に使用されるため、あまり詳しくなると負担

に思われることを危惧して、ゾンタのアウトラインがはっきり理解で

きることを主目的にして作成予定。作成後、クラブへ配信または冊子

にしてお届けします。 

JMK奨学金委員長 

羽藤 成代(和歌山)  

2019年度JMK奨学金地区賞受賞 
 
伊藤真純さん（和歌山大学4回生）が受賞されました。 

和歌山ゾンタクラブ推薦 おめでとうございます！！ 
 
伊藤さんに初めてお会いした時、チャーミングな容姿に加え、何とも

言えないオーラを感じたものです。 

イギリスの町作りをモデルにした学びや、GTEイノベーションチャレン

ジへの取り組みの中から、多くの女性に起業のきっかけとサポートを

与える存在になりたいとの事です。 

今後の彼女の夢と活躍に大きな拍手を送りたいと思います。 

リーダーシップ開発委員長 

安田 倶子(京都II)  

 2019年10月31日現在の国際ゾンタの会員総数を報告いたします。 
会員委員長 

岡澤 則子(大津)  

 2019年5月31日現在  10月31日  増減 ％  

会費支払い済み会員数  28,517  27,298  -1,219  - 4.27%  

新入会員数  2,475  1,978  - 497  -20.08%  

会費支払い済み退会員数  -153  57   

若い専門職会員  298  335  37 12.42％ 

個人会員  43  74 31 72.09％ 

クラブ数   1,155  1,146 -9 -0.78% 

非更新者（年度末で）   3,044   

10月のハイライト： 

• 現在15クラブを結成中です。通常形態のクラブが12、そして3つのE-クラブです。   

• 若い専門家たちと個人会員の人数が増え続けています。  

• 12月1日以降、新会員の会費が半額（$44 USD)になります。今までの会員数の推移をみると、

多くのクラブが新入会員の登録をそれまで待つのではないかと思います。  

• 会員増強賞への応募締め切りは、2020年4月30日です。これは例年より早くなっています。応

募要項は、ゾンタ・ウェブサイトのMember Toolsの頁から入手できます。 

• 12月I日以降の新会員は、会費は半額の$44、入会金$15必要なので、計$59です。 

• 30歳以下の新入会員は、会費$22、入会金$15必要なので、計$37です。  



国連委員長 

浅野 万里子(東京Ⅲ) 

ガバナー通信10月1日号でご紹介した「北京+25」について、追加情報を

お届けします。 

通称 北京会議と呼ばれる第4回世界女性会議に参加した189か国によっ

て採択された北京行動綱領は以後、世界中の女性と女児のエンパワーメ

ントの指針として、5年ごとに達成状況が検証されています。2020年

は、その成果と課題の洗い出しの年にあたります。各国政府、国際機

関、NGOが検証作業を進めており、日本政府は「北京＋25包括的国内レ

ビュー報告書」を近々発表の予定です。報告書の書き方は、国連の「ガ

イダンスノート」に準じており、各国共通です。発表後は、内閣府の

ホームページからダウンロードできますので、是非、ご一読ください。 

セクション1：優先事項、成果、課題（総論）－過去5年間（2014年～

2019年）の主要な取り組み、成果と課題、今後5年間の方向性等 

セクション2：北京行動綱領の12の重大問題領域での進展（各論）－ 

過去5年間の個別の取り組み等 

セクション3：国家の制度とプロセス 

セクション4：データと統計 

 日本における女性の地位向上の道のりは険しく、世界との差が縮まっ

ているとは言えません。日本の女性と女児の現状と課題を知るには、政

府による報告書の存在を知ることから始めてみてはいかがでしょうか。 

 千里の道も一歩から・・・ 

2020年度YWPA奨学金募集要項をホームページにアップしました！ 

 ■募集要件 2020年4月1日において16歳～19歳の女性 

 積極的なボランティア活動及び自治会や生徒活動の経

験がある 

 国際ゾンタのプログラムの理解又は興味がある 

 国際ゾンタのミッションである地位向上のアドボカ

シー活動又は興味がある 

 ■応募締切  2020年2月末日（佐佐木まで） 

YWPA奨学金委員長 

佐佐木 アユ美(金沢) 
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地区賞受賞おめでとうございます。 

お名前  Zheng Zhaomin 

奨学金  ２，０００ドル 

推 薦  東京Ⅱゾンタクラブ 

 

Zheng Zhaominさんは、楽天株式会社に検索プラット ホーム技術者とし

て働き始め、この3年間で、自分の技術を磨き、 楽天のショッピング・

プラット ホーム・プログラムの立ち上げに参加しました。このプログ

ラムは台湾での一般購買力を29%向上させました。『近い将来、データ 

・サイエンス技術で人々により良いサービスをたやすく提供できる時代

を想定し、身近な道具、衣類、或いは靴などにセンサーを取り付けて

データを集め、病気の兆候を早期に発見出来るよう社会に貢献したい』

との思いから、この9月から目標とする「健康管理分野のデータ科学

者」になるためカーネギー・メロン大学でコンピューター・データ科

学、修士課程を専攻のため留学をされています。 

WIT奨学金委員長 

岡部 文子(札幌IRIS) 


